
示し,外側は状体刺激による粥発花位の拐rl川上同時刺

激で促進.次の10-20mscc問が抑召机20-70msccで

円び促進,80mscc以後は時に杓で机 または元の大き

さに役した｡
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ニホンザルの大脳皮質における味党神経

投射領域について

/J､ 川 尚 (関大 ･医 ･生理)

渡 辺 悟 (肢大 ･医 ･生理)

大脳の味覚硯城については,ヒトを含めて霊長籾では

正確な憐域が判っていない｡これまで7カケザルを用い

た大脳皮質の破域突放から,頭頂燕弁丑部,島部および

上側頭部を食むS/ルビー洞の前部にあると言われている

(Bagshow &Pribram,1953). しかしナン/tン57

-の味覚領は頭頂焚弁蓋部の内兜 (Gel一ardtの68iB)

にあるという (Ruch と Patton,1946).一方,組蛾

学的には味覚の視床中継核である VPMPcは弁蓋部の

内壁と島部に投射するという (Robcrts と Akert,

1963)｡
崩近,Benjamin(1968)らは1)スザルを用い,舌の

知覚神経の投射部位は舌の体性知覚硯と頭TE粟井丑部と

2カ所あり.後耕 土いわゆる味覚神経といわれる哉累神

経と-舌咽神経のみが同PJ性に投射していると報告してい

る｡

木突放ではニホンザルを用いて,味覚神経の大胴皮穴

における投射部位を決め,その部位の恥-ニュ-ロンの

活動を鬼ようと即みたものである｡

方 法

6-12kgのニホンザル7孤を用い,ネンブクーJt,(25

mg/kg体瓜)の静注により麻酔を行なった｡麻酔深度

の維持は1時nqあたり約5mgホンブタ-ルの静注によ

り行なった｡先管カニュ-I/を押入し,動物を通常の脳

悶定装既に同定した｡…月鹸中脈波および体温の監視を行

ない全身状態を視然し体温は37℃に維持した｡体技のバ

ヲソスを保つためlJyゲル紋を適当丑静江した｡下顎の

皮脚に切開を加えた後,攻筋,下顎竹内,顎下腺および

7)ソ/t節を除虫し,調べようとする大脳皮穴の同仰また

は対側の舌に分布する三木の知光神結 (三叉神経舌校,

故累神経および舌咽神経)を分粒し,出来るだけ舌に近

いところ{･切断した｡各押掛 土711極吸引屯柾に吸引固定

し,これを刺激屯櫨の閃TE極とし,不肌 極は金良枝を胸

部の皮下に埋め込んだ｡一方,側頭筋,仰頭冊を除去後

大脳皮質の瑚政茄升丑部は謂Luした｡大脳皮斑表面の誘

発TE位は棚状銀TE極で炊膜上より村LuL,脳中の深部の

T正位は低抵抗のタングステン屯梅の刺人によった｡官己録

TE極の不閃屯極は何頭筋に刺入間起した放校を用いた｡

神経の刺激,誘発屯位の記掛 こは花子竹刺激袋田MSE

-3(日本光屯灘),市入力托抗例Ft榊巾指MZ3A(日

本光花魁),オッyロスコ-7'(日本光馳 )を用い払

誘発TE位はATAC-501-10またはATAC-201(い

ずれもE]木光屯別)で40回加許し,その結果を写共投影

し記録保存した｡

深部村山においては塀発屯位が符られた刺入時の最終

位匠を通花 (10ILA IOmscc)により印をつけた｡

突放の後,動物の胴を10%ホルマ1)ソで播流固定し,

パヲフィン包埋切片または冷凍切片を作製しニッスルま

たはク1)ユ-パ ･パレク法にて敗色を行なった｡

括果および考痕

舌知覚神経の頭頂燕弁東部における投射

右大脳皮質の中心洞の前後主としてその基底部 (頭頂

坪井蓉部)における防発屯位を記録した｡後中心回にお

いては対例の舌神経と鼓索神経,同側の舌神経は大きい

捲発TE位を生じたが,対側の舌咽神経および同側の鼓累

神柾と舌咽神経は前中心回で前中心溝の周囲に限局して

誘発屯位が記録された｡

誘発屯位の滞時は対側の方が短かく,tf-ク値で舌神

経が対側9msec,同側 llmsec,鼓索神経は対側9.-

10msec, 同側15mSeCであった｡ しかし酌中心河の周

辺では幣時は長く約20msecであった｡

誘発TE位の大きさは,雷神掛 ま対偶で500F･V,同側で

100FLV, 髄索神経は対側で270FLV, 同側で80FJVであ

り,前中心洞周辺では同側で約80pVであり対側で20-
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訓FLV を示したに過ぎなかった｡この結果はアカゲザル

で RobertsとAkertとが,口内部の視床中継核であ

る VPMmbは後中心回Qこ基底部および頭頂弁蓋部に同

射していると報告しているのと一致する.Bcnjaminら

が.)スザルで雷知覚神経の体性知覚筒の投射部位におい

て2つの魚点を有していると報告しているが,リスザル

の大脳皮質の固辞は不明瞭であるがこの突放でみられる

ように中心後回と頭頂弁蓋部に相当するかもしれない｡

また彼らは,同側性の誘発電位が,対価のそれより大き

いと報告しているが,本実験ではこの逆であった｡

甲頂紫弁士部内壁串よび島部における舌知覚神経の投

壁

弓柑 伽 lら中心鞘の範囲で約2mmの間隔でタングス

テンTE塩を刺入し, 1mmの間隔で誘発電位を記録し

た｡その紙袋,凡そ前中心鞘と弓状特の間において,同

側の抜穴神経と舌咽神経にのみ応答し,舌神経に応答を

示さない部位が兄い出された｡潜時は t=.-ク伍で約20

mscc,大きさは最大 150FLVであった｡ この部位 は

Bclljaminらのいう味覚領に相当するものと考えられ

るが,併発屯位の磁性の変化から一概に弁丑部内壁か島

に蛸するかは決定できない｡現在この点については引き

絞きrA故を行なっている｡また当初計画していた単一昧

光ニュー｡ソの放TEの記録まで至らなかったが,この点

についても研究を進める予定である｡

霊長類の視床における有事刺激反応性

Ncuronの局在と機能的特異性

坪 川 孝 志 (日大 ･脳外科)

措 翰

有臼刺激に反応する ncuron が存在することは,

Poggio良Mountcastle(1960),Whitlock良Perl

(1959),Albe･Fessard& Rougeul(1958),Kruger

& Albe-Fessard (1960),Urabe& Tsub'okawa

(1963)により,後側核群,祝択正中核群で活動電位が

取放されたことにはじまる｡しかし,ネコとサルにおけ

る宍験では,Urabe & Tsubokawaのネコについて

の報告以外は,すべて麻酔下における突放であった｡有

臼刺激に反応する視床 neuronが,麻酔剤の投与によ

り.その日光放屯状況の変化,誘発発射の様式に変化を

みることが明らかにされ (Urabe& T8ubokawa),

Cascyが悲減準位の変動によって,視床での有告刺激

に反応する neuronが,蝕,圧刺激にも反応する串宍

を認めている｡したがって,Albe-Fessardらが Clllo-

raloso使用によって,抑制系を除去出来るとして,釈

みた宍助成硯では,問題を残しているといわねはならな

い○
視床における ｢痛み｣の認知機構の解明には,撫廉酔

下における霊長塀の有蕃刺激に反応する ncuronの分

布と,その生理学的な性状について明確にしなければな

らない.しかも,霊長類では,pulvinaがネコの後側核

と相同であり .中浜らはネコの pulv王naで,有臼刺激

に反応する meurOnを報告しているので, この面での

枚封も望まれるわけである｡

突 放 方 法

局所麻酔下のアカケザル6頭を用いて,Flaxidelで

非動化したあと,人工呼吸で呼吸を維持し,体温を37.-

36℃に保ち,定位脳手術枠に頭部を固定した｡タングス

テン微小電塩を挿入するために,小閑頭を行ない,硬膜

を閲放し,その部分を3%等天にて覆った｡一方双睦TE

垣を視床中継核 (UPL)に挿入固定した.膝砥部で艦

骨神経を詔出し,双極刺激屯塩を装瀞したOまずこの神

経刺激による視床中継核の誘発電位を記録することによ

り,電極の位置を,Snider& Leeの atlasの成紙と

比較し,個体間の揃正を行なった｡また,視床中継核を

この屯極を介し,4-5voltで刺激し,有害刺激に反

応する ncuron との関係を知ろうとしたものである.

有告刺激としては5ダまたは10タの針を約10cmの描

きにより落下させる方法と,皮膚を激しくつまむ方法を

用いた｡

タン9'ステン徴′ト屯睦による視床内の ncurop の探

潔抱囲は,祝拭中継核の吻側部より,上丘の吻川部にい

たるもので,1.5mmの間湖で電極を刺入している｡いず

れの微小屯櫨の tractにおいても,lti一放TEが花放さ

れた泌合には, 自発放取.末梢神経刺激に よる誘発児

射,有告刺激ならびにその他の適刺激による活動屯位の

状況,receptiveficld などについて枚黙し,瓜後に

視床中継核刺激による効果について分析した ものであ

る｡主要な neuron活動を記録した部位では,屯嘘を

介して,直流通屯で,微小填死巣を作成した｡

実験終了後生理的食塩水につづいて,10%のホルマリ

ンにて権流し,頭蓋内にて脳を固定し,断瑚した.充分

なる固定後に,前頭断に凍結連続切片となし,ThlonZn

染色をほどこし,電鎚の tractおよび壊死炎を確認し

ている｡

央 験 鈷 果

視床内において,単一放電が記録され, 自発放屯様

式,末梢神経刺激による誘発発射,有告刺激による反応

と rcceptiveficldを確認し,視拭中継核刺激による

このneuron活動への影響を充分に分析しえたneuron

数は 125unitSに適した｡このうち,末梢神経刺激によ

って長潜時で誘発発射が得られ,有告刺激に反応した
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